






研究目的 

先天性尿素サイクル代謝異常症のスクリーニング法として,これまでに Murphy らのアル

ギニノコハク酸尿症のスクリーニング法,Naylor・らの enzyme multiple auxotroph 法など

種々の方法が報告されており,我々もNaylorらの方法に関する検討を行い,過去2年間に亘

ってその適応と限界について報告した。昨年度も述べたように Naylor らの方法による高ア

ルギニン血症のスクリーニングは困難と考えられたため,赤血球中に存在する arginase を

直接測定することを試み,本症のスクリーニング法を確立することを目的として以下の研

究を行った。 


